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１ 

授業科目名：こどもと音楽Ⅱ（合唱） 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：30H 

保育の内容・方法の関する科目 ・こどもと音楽Ⅱ（合唱） 

倉田 照子 [実 務 経 験]ピアノ講師・小学校教諭・中学校教諭（音楽）・声楽家・ 

児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育分野 

           豊岡大学通信教育部・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

押手 美加 
[実 務 経 験[実務経験]音楽教室講師・小学校教諭・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

自らの感性を磨くことを目標に学んできた３年間の音楽の授業の集大成として、全員で一つの音楽

を創り上げる。さらに音楽表現を通して人に感動を与えることを目標に学び、実際に体得する。 

授業の概要 

卒業音楽発表会に向けて練習を重ねていく中で、音楽が人間教育に欠かせないものであることを自

らの体験を通して学び、歌を通した自己表現につなげる。 

授業計画  

１． オリエンテーション 

「虹」「聞こえる」復習 「In Terra Pax」音取り 

２．    〃   

３．    〃  

４    中間試験 

５．   合唱３曲  

６．    〃  

７．    〃  

８．    〃 〃     

９．   合唱３曲「旅立ちの日に」 

10．    〃        

11．    〃       

12．    〃       

13．   搬入 

14．   リハーサル 

15．    〃 

16．   試験（卒業音楽発表会） 

 

 

 

 

 

テキスト 

「日本の子どもの歌」全国大学音楽教育学会／編著（音楽之友社） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

必要に応じプリントを配布する。 

学生に対する評価 

 出席状況、授業態度、実技試験等の結果を総合して評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：音楽表現Ⅵ 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：30H 

保育の内容・方法の関する科目 ・音楽表現Ⅵ 

大森 淳子 [実 務 経 験]ピアノ講師・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

      豊岡短期大学通信教育部・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

倉田 照子 [実 務 経 験]ピアノ講師・小学校教諭・中学校教諭（音楽）・声楽家・ 

児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育分野 

重藤 清美 [実 務 経 験]ピアノ講師 

柴野 玲子 [実 務 経 験]ピアノ・エレクトーン講師 

塚田 規子 [実 務 経 験]ピアノ講師 

関 義夫 [実 務 経 験]ピアノ講師 

[研究テーマ]音楽教育分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

保育内容にそって、こどもの音楽活動を援助し、こどもの成長過程における豊かな人格形成（情緒・

表現・鑑賞等）を育成することをテーマに学習する。 

現場での即戦力となる弾き歌いのレパートリーを各自のレベルに応じて広げ、同時に現場での多様

なニーズに対応できるように、実践的で応用性のある音楽的能力を養う。 

 

授業の概要 

歌唱、ピアノ奏法および弾き歌いを中心に学習する。また、理論では保育現場で必要な音楽表現を

豊かにするための音楽的知識を学ぶ。実技修得は、各自に習熟度に応じた指導を個別に行う。 

 

授業計画  

１．オリエンテーション 

２．３．４．季節のうたの練習 

５．６．７．行事のうたの練習 

８．中間試験 

９．10．11．12．園生活のうたの練習 

13．14．15．遊びうたの練習 

16．試験 

 

テキスト 

こどもの指導法「音楽表現」西野洋子・茨木金吾・國光みどり・石川ますみ・田上栄美子 

菅原峰子／著（豊岡短期大学） 

参考書・参考資料等 

「日本の子どもの歌」全国大学音楽教育学会／編著（音楽之友社） 

「こどものうた200」小林美実／編（チャイルド社）弾き歌いプリント 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

 

学生に対する評価 

 出席状況、授業態度、実技試験等の結果、各々の進度に見合った評価をする。 

積極的に取り組むこと。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：保育実技Ⅴ・Ⅵ 

授業形態：Ⅴ演習 

     Ⅵ演習 

単位：Ⅴ２単位 

   Ⅵ２単位 

授業時間数：Ⅴ60H 

      Ⅵ60H 

保育実技 ・保育実技Ⅴ・Ⅵ 

福田 翔平 [研究テーマ]ＩＴと人間関係分野 

佐々木 涼 [実 務 経 験]幼稚園教諭 

[研究テーマ]児童文化分野 

岡田 ひろみ [実 務 経 験]保育士・一般企業での新人指導 

[研究テーマ]保育内容 

松田 静佳 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭 

皆川 龍吾 [実 務 経 験]幼稚園教諭・子ども身体運動発達指導士・幼児体育指導者 

授業の到達目標及びテーマ 

保育実技の集大成として、技術を駆使し、クラスで協力し一つのことを成し遂げる意義を理解する。 

授業の概要 

これまで学んできた保育実技の知識・技術をもって保育室の制作、大型製作をする。製作にあたっ

ては、学年で計画を立て、協力して作りあげていく。 

授業計画  

１．授業オリエンテーション 

２．保育室制作上の衛生面について 

３．保育室制作上の安全面について 

４．保育室制作の計画・立案 

６．保育室制作① 

７．  〃  ② 

８．  〃  ③ 

９．  〃  ④ 

10．大型製作計画 

11．大型製作 ① 

12．  〃  ② 

13．  〃  ③ 

14．卒業発表大道具制作① 

15．  〃      ② 

16．総括 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

 必要に応じプリントを配布する。 

参考書・参考資料等 

プリントなどを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、授業中に行う課題発表、提出物等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：表現Ⅲ・Ⅳ 

授業形態：Ⅲ演習 

     Ⅳ演習 

単位：Ⅲ・Ⅳ３単位 

授業時間数：Ⅲ90H 

      Ⅳ90H 

表現 ・表現Ⅲ・Ⅳ 

大森 淳子 [実 務 経 験]ピアノ講師・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

      豊岡短期大学通信教育部・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

倉田 照子 [実 務 経 験]ピアノ講師・小学校教諭・中学校教諭（音楽）・声楽家・ 

児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育分野 

      豊岡短期大学通信教育部・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

押手 美加 [実 務 経 験]ピアノ講師・小学校教諭・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

柴野 玲子 [実 務 経 験]ピアノ・エレクトーン講師 

重藤 清美 [実 務 経 験]ピアノ講師 

新関 美保 [実 務 経 験]吹奏楽団主催 

唐澤 優江 [実 務 経 験]高等学校教諭（保健体育）・舞踊家・ダンス教室講師 

佐々木 涼 [研究テーマ]デジタルコンテンツと人間教育分野 

福田 翔平 [研究テーマ]デジタルコンテンツと人間教育分野 

授業の到達目標及びテーマ 
 音楽による表現、言葉による表現、造形表現など保育の技術を活かして、自己表現することで作品
を創りあげていく。また、自身の感性を磨き、人を感動させること、人の心を捉える表現について考
察する。 

授業の概要 
一人ひとりの役割を考えながら計画を立てる。その後、個人練習、全体練習などの技術練習に励む。

授業を通し、グループだけでなく、学年全体で協力し、そして全体の中の自分の役割を明確にし、一
つのステージを作り上げていくことを大切にしていく。また、人の心を捉える「表現」について考察
することができる。 
授業計画 
１．授業オリエンテーション 

歌、マリンバ、身体表現、和太鼓、ミュージックベル、バンドの各課題への取り組み 
２．共同研究 
３． 
４． 
５． 
６． 
７． 
８． 
９.  
10.  
11.  
12．全体練習  
13.   〃 
14. リハーサル 
15. 卒業発表 
16．総括 
 

テキスト 特になし。 

参考書・参考資料等 その都度、プリントを配布する。 

学生に対する評価 
出席を重視し、授業態度、課題達成度を総合して評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：卒業演習 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：30H 

卒業研究 ・卒業演習 

福田 翔平 [実 務 経 験]茨城県保育士養成校連絡会担当 

[研究テーマ]デジタルコンテンツと人間教育分野 

押手 美加 [実 務 経 験]ピアノ講師・小学校教諭・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

重藤 清美 [実 務 経 験]ピアノ講師 

唐澤 優江 [実 務 経 験]高等学校教諭（保健体育）・舞踊家・ダンス教室講師 

授業の到達目標及びテーマ 

３年間の保育技術の集大成として卒業発表が位置づけられている。 

卒業発表会の開催にあたっての企画、運営面を考え、準備を行う。 

授業の概要 

企画、運営の準備、作品研究等の準備等を行う。卒業発表は学年全体で協力していき、全体を運営

していくよう一人ひとりが自覚をもって行動する。 

授業計画 

１．授業オリエンテーション 

２．卒業研究作品解説作成 ① 

３．卒業研究作品解説作成 ② 

４．パンフレット作成 ① 

５．パンフレット作成 ② 

５．パンフレット作成 ③ 

６．各係の役割理解 

７．各係の役割決定  

８．各係のマニュアル作成 ① 

９．各係のマニュアル作成 ②  

10．当日のタイムスケジュール作成  

11．照明や舞台装置の検討 ① 

12．照明や舞台装置の検討 ② 

13．会場に提出する書類の作成 

14．会場に提出する書類の確認 

15．会場との打ち合わせ  

16．総括 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

特になし。 

参考書・参考資料等 

その都度、プリントを配布する。 

学生に対する評価 

出席を重視し、授業態度、課題達成度を総合して評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：卒業研究Ⅱ 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：60H 

卒業研究 ・卒業研究Ⅱ 

倉田 照子 [実 務 経 験]ピアノ講師・小学校教諭・中学校教諭（音楽）・声楽家・ 

児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育分野 

      豊岡短期大学通信教育部・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

重藤 清美 [実 務 経 験]ピアノ講師 

佐々木 涼 [実 務 経 験]幼稚園教諭 

福田 翔平 [実 務 経 験]茨城県保育士養成校連絡会担当 

唐澤 優江 [実 務 経 験]高等学校教諭（保健体育）・舞踊家・ダンス教室講師 

授業の到達目標及びテーマ 

３年間の保育技術の集大成として卒業発表が位置づけられている。 

この授業では研究論文を作成することで課題の理解を深める。 

授業の概要 

研究課題を通して卒業発表会の意義を明確化していく。 

課題研究論文の作成をすることで、研究課題の考察をする。 

授業計画 

１．授業オリエンテーション 

２．論文内容の作成 

３．  〃 

４．  〃 

５．  〃 

６．  〃 

７．内容の再検討 

８．  〃 

９．論文内容の修正 

10．  〃 

11．  〃 

12．考察の作成 

13．  〃 

14．  〃 

15．論文完成、提出  

16．総括 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

特になし。 

参考書・参考資料等 

その都度、プリントを配布する。 

学生に対する評価 

出席を重視し、授業態度、課題達成度を総合して評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：卒業研究発表 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

卒業研究 ・卒業研究発表 

大森 淳子 [実 務 経 験]ピアノ講師・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

      豊岡短期大学通信教育部・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

倉田 照子 [実 務 経 験]ピアノ講師・小学校教諭・中学校教諭（音楽）・声楽家・ 

児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育分野 

      豊岡短期大学通信教育部・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

福田 翔平 [実 務 経 験]茨城県保育士養成校連絡会担当 

[研究テーマ]デジタルコンテンツと人間教育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

３年間の保育技術の集大成として位置づけられている。自分たちの課題を見つめ合い、卒業研究発

表会を通して集団活動の意義や達成感を味わう。発表会準備、裏方など全体を創り上げていくことで

学びを得る。 

授業の概要 

  自分の様々な感情と向き合い、理解する。相手の気持ちを受けとめ、協調性やコミュニケーション

能力を養うことで、社会人としての素養を身に付ける。 

授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

特になし。 

参考書・参考資料等 

特になし。 

学生に対する評価 

課題達成度を総合して評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 

 

初 日：午後 搬入、照明・舞台打ち合わせ 

二日目：午前 グループ別場当たりチェック 

午後 全体リハーサル 

三日目：午前 グループ別最終確認 

午後 本番（卒業音楽発表会） 
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授業科目名：こどもと造形 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

選択 ・こどもと造形 

冨金原 光秀 [研究テーマ]造形教育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

保育の内容を踏まえた造形の基本的な知識の習得を目指し、手の動き・感性・造形的思考が一体と

なった実践学習を通して造形感覚の基礎的陶冶を図る。また、乳幼児を含めたこどもの造形の指導・

援助者として造形教育の中で取り扱う教材に必要な知識や技能の習得を目的とする。 

授業の概要 

幼児造形の指導・援助者として形や色等の造形の基本的な理論を学習しながら、実際にそれら

についてテーマをもとにした色彩分割及び構成学習を行う。また具体的な描写によって観察力を

養い、合わせて用具や描画材の特性を利用してさまざまな表現技法から想像力を高め、こどもの

造形あそびに関わる手法研究を行う。その他、日用品や廃材等を使用して、素材の質感に触れな

がら感受性を磨き、創意工夫をして材料を貼りつける製作を行う等、造形教育を展開するために

必要となる知識や技術について体験的に理解する。 

授業計画 

１．幼児造形教育の重要性と研究の視点について 

２．幼児造形教育の重要性と研究の視点について 

３．幼児造形（表現）の特徴・領域・道筋について 

４．幼児造形（表現）の特徴・領域・道筋について 

５．えがく領域に伴う製作Ⅰ（えがく活動における指導・援助と実際） 

６．えがく領域に伴う製作Ⅰ（えがく活動における指導・援助と実際） 

７．つくる領域に伴う製作Ⅱ（つくる活動における指導・援助と実際） 

８．つくる領域に伴う製作Ⅱ（つくる活動における指導・援助と実際） 

９．造形あそびの領域に伴う製作Ⅲ（造形遊びにおける指導・援助と実際） 

10．造形あそびの領域に伴う製作Ⅲ（造形遊びにおける指導・援助と実際） 

11．造形あそびの領域に伴う製作Ⅲ（造形遊びにおける指導・援助と実際） 

12．作品の研究及び発表 

13．幼児造形教育の課題について 

14．幼児造形教育の課題について 

15．まとめ 

16．試験 

 

 

 

 

 

テキスト 

「造形表現論」岩田健一郎・前田豊稔・八木遼蒼・矢元政行・小山貞雄・東山明／著(豊岡短期大学) 

「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館） 

「保育所保育指針解説書」（フレーベル館） 

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

市販の造形に関する書籍等 

学生に対する評価 

課題および試験等により総合的に評価する。 

 



９ 

授業科目名：こどもと体育 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

選択 ・こどもと体育 

唐澤 優江 [実 務 経 験]高等学校教諭（保健体育）・舞踊家・ダンス教室講師・ 

ピラティスインストラクター・幼児運動指導者 

[研究テーマ]舞踊教育・幼児体育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

運動遊びとこどもの成長発達との関係を理解し、運動遊びの種類と遊びのどの局面がこどもの心と

体や社会性の成長・発達にどのように役立つのかを理解し具体的な援助方法を習得する。同時に、こ

どもが楽しく、安全に遊びや運動遊びに取り組むための人的・物的環境について理解を深める。 

授業の概要 

こどもの運動遊びの特徴や必要性を発育発達の面から理解しながら、発達段階に応じた運動遊びを

準備し、こども達が自主的に楽しく且つ安全に遊びを展開するための援助方法を学ぶ。 

授業計画 

１．こどもを取り巻く社会的背景   ①地域社会、社会環境の変化について 

２．    〃           ②遊び空間、時間、遊びの仲間、遊び方法の変化について 

３．こどもの発育と運動遊びについて ①身体・形態・機能・こころの発育発達 

４．    〃           ②こどもの運動能力と運動技能の発達 

５．基本的な動き     ①基本運動（歩・走・跳・投・押・引・転・登） 

６．    〃      ②運動の機能（調整力：身体認知・空間認識） 

７．用具を使わない遊び  ①年齢発達における遊び（ふれあい遊び、ごっこ遊び等） 

８．    〃      ②グループ遊び（おおかみさん、はないちもんめ、鬼遊び等） 

９．大型遊具を使った遊び ①すべり台、ジャングルジム 

10．    〃      ②ブランコ、シーソー 

11．操作性遊具や器具、身近な素材活用遊び 

             ①操作性遊具・器具活用遊び（ボール、フープ、マット、跳び箱等） 

12．    〃      ②身近な素材活用遊び（新聞紙、タオル、段ボール、ペットボトル等） 

13．野外での幼児の遊び  ①野外活動の教育的意義と実践上の理解 

14．    〃      ②野外活動の実践（水遊び、雪遊び、戸外、森などでの遊び） 

15．遊びと安全管理 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館） 

「保育所保育指針解説書」（フレーベル館） 

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

必要に応じてプリント等を配布する。 

学生に対する評価 

課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 


